
　
必
ず
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
で

き
る
医
療
機
関
が
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

すこやか通信
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予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
！

　

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
定
期

接
種（
法
律
に
基
づ
く
予
防
接
種
）の
対
象
疾
病
や
接

種
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
す
。

★
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

◦
対
象
者　
小
学
校
６
年
生
～
高
校
１
年
生（
16
歳
相

当
）の
女
子
。標
準
的
な
接
種
年
齢
は
中
学
1
年
生
で
す
。

◦
接
種
回
数　
３
回

★
ヒ
ブ・小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

◦
対
象
者　
生
後
２
カ
月
～
５
歳
未
満（
前
日
ま
で
）

　
接
種
回
数
は
初
回
接
種
の
開
始
時
の
月
齢
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。

　
生
後
２
～
７
カ
月
で
接
種
す
る
場
合
は
、
初
回
接
種

が
３
回
、追
加
接
種
が
１
回
の
合
計
４
回
で
す
。

◦
自
己
負
担
額　
無
料

　
予
診
票
は
委
託
医
療
機
関
ま
た
は
子
育
て
・
健
診
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
で
き
る
年
齢
が
１
歳
未
満
に
拡
大

し
ま
す
。

　
１
歳
に
な
る
前
日
ま
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
標
準
的

な
接
種
期
間
は
生
後
５
カ
月
か
ら
８
カ
月
未
満
で
す
。

な
る
べ
く
こ
の
期
間
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
長
期
療
養
の
た
め
予
防
接
種
が
で
き
な
か
っ
た
人

も
接
種
で
き
ま
す
。

　
免
疫
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
疾
病
の
人
な
ど
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
日
本
脳
炎
の
積
極
的
勧
奨

　
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
の
影
響
で
日
本
脳
炎
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人（
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）は
予
防
接
種
が

で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
平
成
17
～
18
年
生
ま
れ
で
１
期
を
受
け

て
い
な
い
人
、
平
成
15
～
16
年
生
ま
れ
で
１
期
追
加
を

受
け
て
い
な
い
人
、
平
成
７
年
生
ま
れ
で
２
期
を
接
種

し
て
い
な
い
人
に
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん・風
し
ん
）ワ
ク
チ
ン
接
種（
２
期
）

◦
対
象
者　

平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成
20
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
年
長
児
相
当

◦
接
種
期
限　
平
成
26
年
3
月
31
日

　

予
診
票
は
郵
送
し
ま
す
。
夏
頃
ま
で
に
は
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

○
予
防
接
種
を
受
け
る
時
の
注
意

・
体
調
が
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

・
母
子
手
帳
、
住
所
が
分
か
る
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
年
齢
や
接
種
間
隔
に
間
違
い
が
な
い
か
、
も
う
一

度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

医療機関名 電話番号 子宮頸がん
予防ワクチン ヒブワクチン 小児用肺炎球菌

ワクチン
あらいクリニック 096（293）2358 ○ ○ ○
いしはら皮ふ科クリニック 096（293）3003 ○
勝久病院 096（293）5000 ○
さとう医院 096（293）2550 ○ ○ ○
しばた内科クリニック 096（293）2050 ○ ○ ○
竹田津医院 096（293）2521 ○ ○ ○
たしろクリニック 096（340）3220 ○
なみかわ小児科 096（293）1163 ○ ○ ○
ふくだ医院 096（293）2771 ○
いけざわこどもクリニック 096（242）6633 ○ ○ ○
えがみ小児科 096（339）0331 ○ ○ ○
河野内科クリニック 096（233）1717 ○ ○ ○
てらしま小児科医院 096（232）5151 ○ ○ ○
古川医院 096（232）1566 ○ ○ ○
まつもとこどもクリニック 096（338）8960 ○ ○ ○
みやの小児科 096（248）5800 ○ ○
武蔵しもむら医院 096（339）7561 ○ ○ ○
よしもと小児科 096（233）2520 ○ ○ ○

森林と地域の再生を考えよう
森林再生セミナー

交通事故防止活動に感謝を
交通事故防止活動の協力に対する感謝状贈呈式

　２月23日、24日、「おおづ森の守り人」が主催する森林
再生セミナーが開催されました。これは、国土緑化推進機
構の「緑の募金事業」の助成を受けた事業で、「土佐の森・救
援隊」の中

なか
嶋
じま
健
けん
造
ぞう
事務局長を講師に、「儲かるやないか林業

は！」、「儲けた金で商店街をうるおす！」と題して、２日
間にわたり森林と地域の再生に関する講演が行われました。

今回は、「児童の交通安全教育の普及」や「地域交通安全活動の模
範」であることが評価され、感謝状が贈呈されました

町内外から訪れた参加者たちは、中嶋さんが語る実践成功例に、
熱心に耳を傾けていました

１年間の活動報告！

大津まちおこし大学　活動報告会

マイペースで健康体力つくり！

第14回スポーツの森・大津ジョギングフェスティバル

　２月24日、「第14回スポーツの森・大津ジョギングフェ
スティバル」が町運動公園で開催されました。当日は、
３歳から79歳の1,044人とホンダ熊本硬式野球部の30
人が参加し、それぞれ２km、５km、10kmの各コースを
自分のペースで走りました。ゴールした参加者には、ボ
ランティアから豚汁やおにぎりなどが振る舞われました。

当日は晴天に恵まれ、参加者たちは早春の太陽の下、最後まで力
いっぱい走り抜きました

発表を通して他の団体の活動内容を知ることができ、参加者に
とって有意義な報告会となりました

　３月23日、「大津まちおこし大学」の活動報告会がオー
クスプラザふれあいホールで行われました。当日は約
40人が参加し、「人づくり学部」の４学科（国際交流・健
康福祉・自然環境・地域おこし）などから、それぞれ特色
ある活動報告が行われました。報告終了後、まちおこ
し大学運営委員会の畑

はた
中
なか
委員長から講評がありました。

　２月21日、交通事故防止活動の協力に対する感謝状贈
呈式が大津警察署で行われました。藤

ふじ
森
もり
敏
とし
政
まさ
さん（引水）

は登校中の児童が交通事故で怪我をして泣いている姿を
見て、「大津町の宝である子どもたちを悲惨な交通事故
から守らなければならない」と思い、通学路横断歩道での
街頭保護誘導活動をボランティアで行っています。
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